
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） 【単位：千円】 ■事業費（実績） 【単位：円】

積　算　根　拠 金　額 特　記　事　項細　節

仁井田配水池緊急遮断弁設置

細　節 金　額

どのような成果が現れます（現れました）か？

　地震等により配水管が破損した場合、緊急遮断弁が自動で作動することで、配
水池から水が急激に流出することを防ぐことができます。
　また、急激に流れ出る水による二次災害の防止と非常時用の水を確保すること
ができます。
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何をどのような方法で実施します（実施しました）か？
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課 係　長

計
画

　地震等により配水管等が被害を受け、配水池から水が流出すること
を防ぐため、仁井田配水池に緊急遮断弁（※）を設置します。また、
宝石台配水地に緊急遮断弁を設置するための、設計を行ないます。

※緊急遮断弁とは、地震や配水管の破損等の異常を感知すると、自
動的に遮断して水の流出を防ぐ装置のこと。

事務事業名 緊急遮断弁設置事業費
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会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

事業の分類

予算科目
コード

完了

目　標　値 達　成　値 特　記　事　項指　標

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

■事業経費

補助対象額60,000千円　補助率１/320,000

20,000

48,800

財
　
源

県支出金

受益者負担金

計

国庫支出金

差引（一般財源）

その他の特定財源

地方債

決算額

委託費 5,800

工事請負費 63,000 仁井田配水池緊急遮断弁設置工事

宝石台配水池緊急遮断弁設置詳細設計

特　記　事　項

0

当初予算額

計　画　　　　　【千円】

予算現額

68,800

決　算

予
　
算

実　績　　　　　　　【円】

68,800

流用額

補正予算額




